
須藤{変造 : アサクサノリの養殖を安定させるために 17 

アサクサノりの養殖を安定さぜるために

須藤 {変造

(東海 l:lli.7~ Eを研究所)

アサクサノリ Porphyrafeneraの養殖は日本調l与をといってもよいもので，

少なくとも見た所は陸上の:J:IIIと同様に涜い海を各自の it.1I1Jに整然と匿分け
し，ととにノリをはやすための水や竹の杖(ヒピ)を立て註べ，又はヤシ縄

全吉:で作った網や害IJ竹をあんだスグレを杭に張って行っている。との;fii /'J:海1J:~

の養殖は世界にも類がなく ，産額も年約10値;枚.30-40 億闘に上り ，養殖

業者も数7~人に上っている。金額では民珠と共に7J(産義組の主f立を I l i め ， 業

者数ではアサリ ，ハマグリと封;んで、多い。

ととろでノりのととを古い業者は「連平 (ウングサ)Jと呼んで・いる。その

わけは非常に営り外れが大きいからで・あった。全休として見ても年々の産額

が何割も港うのは普通で，侃1-"の場所，人の場合にはもっとひどい。 ノリの

養殖を更に進歩させる上の問題もいろいろあるが，これは別の機合に諮って，

;j，くにはどうしてとの常り外れを少なくするかという問題についてのべたい。

アサクサノ 1)の主主主義殖場所を北からあげる と，筑仙沼i乱 盤釜部，東京

i趨，伊勢i也出i戸内海，有明海で何れも相営大きな内問で、aうる。ととでノ リ
は)ギに近い浅い所にある木や竹の， 午'1，出潮~J止の IこFI程の;自i さのj引ーについて育つ。

春から瓦の1mはほとんど見られない。手0，の彼岸前後に胞子が海71'¥.1'1-1(tC現われ

てついて登芽する。秋の末から45の始めにはEFいものは充分成長し，之から

初毛iーまでが繁茂期でるる。成長ーしたノリには精子と卵がつくられ，交精卵は

分裂して大休8t自の:w.:胞子になる。
義殖するには，秋の胞子がつく時期ICゐ:を直分けして各自の持場にヒピを

立て， 又はヤシ網(通常1尺日で悩 4)ミ.:kさ 20-251首J)等を杭に水平に張

って胞子がついて育つのをこ作つ。その後はノ リの成長のよいj事?に移したり ，

アミでは?Jjさを加減した りして牧磁を士官す;践に昔'llHナる。繁茂JUJには成長し

たノリから14日引いてつみと 仏 製品目吃ノリ)に作る。

そして ノリの養殖を不安定にしている大きな原凶は，一つは胞子のつき方

が不安定なととであり，もう一つは成長したノりが病害をうけて流失し，少
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主主くも成長が鈍るのをうまく 防げ主主いととでるる。

胞子付け J.IIIでは耕してから育てたい作物の種子をまき又は12iをうえつけ

るので， 飴程の間注いがなければ目的の作物が望ましい多さで育つ。 ノリで

は海にヒピ等を入れ(却!し)てあとは胞子が流れて来てつくのを待つのでる

るから， ノリのはえ方が少なすぎたり，逆に多すぎたりするのはむ しろ能然

であろう。 同時に雑草であるアオノ リ類や邪魔に怒るフジツボ主主もついて育

てるわけでるるι それで・もノリの胞子がf=11'C見える位の大きさで基うればよい

が，大休 日μしか左く ，しかも松近までどとから出て来るのかもわかってい

なかった。では笠際どうしていたかというと，永年の経験から，護芥主主叉は

牧主と， ヒピ主宰を入れた場所，入れた時の天候海況等の4条件との主li闘をしら
ベ，之から;j，くの:'1三0胞子のつきブJを議想するという方法がとられ，多くの試

験研究と業者の経験が総合されて，近年は相首失敗ーが少なくなったがやは り

不確寛を菟れ主主い。

例えば，東京方面で、はよfl.生のノリが少ないので牧磁をJt'-めるために千葉方

面に場所を借りて平生のノリをつけに行く。千葉の何庭がよいかは大体はわ

かっているが，やはり 51三kに違いがるり，前年良かった所に集り易いが，;j( 

の:'1三にはそとがNHくて他の場所が良いととも少主主く君主い。叉時JV:lは千葉廊下

では大休9月下旬""-'10月上'10が良いのだが，との|聞でも 日によって非常に主主

いがあり ， 大体大潮の後の 3~4 日はノリが多くっきアオ ノ リが少ない(大潮

とその前に多い)というととが内藤氏の調査，多くの業者の経験でわかって

いる。しかしてとの中でも又日によって相嘗3患いがるって牧穫に関係し，又

とれ以外の日にも却って良い日のあるととがある。

もしノリの胞子の出て来る場所，出る4条件，多少，流れてゆく経路がはっき
りつかまれば，環境保件との統計的主主相聞に煩る現在よりすっと碓質に胞子

の付きを議想し，之に肱じた方法がとれるは十でるる。

とれについて著者は数年前からノリ場の海水から胞子を見出し，その数を

しらべる方法をとったが， ノ1)の胞子が小さいのと，7.k*の濃度も小さいの

とで測定が困難で精度が辺、く，持~nl告の多少がわかる程度でそれ以上に進めな

かった。

故近イギリスの DREWによって 1950(.1三ι 多のノリ類I'C/-l!r米る果胞子が
海の貝殻の çl~ ~乞ノ リと全く諮った一見カピの棋友糸JIM本 と して入っていて夏

を越すというととが報告され，Il~.躍が念に縫って来た。 円本ではH乍年盤釜の
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第 1国 アサクサノリのよ長J]fi子
から生じた紙J伏体

A.千葉賂金岡村ノリ場のマテガイ貝殻

の中に見出されたもの (195:l&j三s月).
B. 9月に務、!伏体に作られた胞子議(カ
キ殻の中培養).

水産研究所の黒木宗尚氏が，アサ

クサノリ等に生じた多の果胞子を

カキ殻に培養し，その中に護育し

た糸)j}d木が夏左越して秋に胞子を

作 り， 之が殻芽して拝過に見るノ

リの幼芽に主主るととを親祭し，堕

釜笥;のノリ場の底の貝殻からも同

じ糸)j)c休を見出した。 4火の胞子の

護芽については不充分でるるが，

同様のととが同じ年11::，京大水産

植物教室の新崎博士，千葉j降水産

試験場の悶村技師，叉著者によっ

ても観察され，東京湾各地及び気

仙沼i越の ノリ 場の底の各在fIの貝殻(アサリ，ハマグリ， バカガイ，カキ， マ

テガイ，ナミマガシワ等)に糸Jlk休が見出された。今まで駄の!j包子の起源、と

して，í夏ノリ」 設を考えていた東京水産大事の殖問 I:ï!l二i二も ， との糸iU~体が胞

子の起源でるるととを認められた。ととに始めてノリの秋の胞子の二位源がは

フきりして来たのでdうる。

次の問題は，でほとの糸)j}~休が何庭にどれだけ分布し， 胞子がどんな環境

4条件でどれだけ出て来てヒピ等に到達してつく かとい うととで，今研究者が
各地でしらべているので，近いうちに徐程明らかに念り，之K基づいてノリ

の胞子付けが今よりで夕、っと雌質に行える左手ーに怠ろうという期待が大きく出て

いる。研究が進めば多の果胞子を;清養して沿いて必要なだけヒピや制につけ

る棋にもたろう L，とう怠ればJ.1I1と同様になるわけであるが，1主際化は経お!

と規模の貼からまだ見透しがつかえ主い。

「クサレ」 今一つの病害の問題はまだ手探りといった形に浅されている。

秋にノ1)が成長して採取出来る頃からノリ Kいろいろの病害が起きて成長

が鈍り ， ひどく念ると死んで、流失するととがよく るる。 iクサレ」と呼ばれ

て大疋の始め頃から知られていたが，近年はその被害がひどくなり，いわゆ

るノリの「暖冬異鐙」として新聞にものせられた。との多11::は東京湾では胞

子の付きはやや不良程度であったが，クサ レがひどく起きて牧躍は 5割以上

もへってしまった。
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クサ レについては新附I必士の研筑 (194i)~とより ， 二つの!京凶がI!fJらかに

された。

一つは「シロクサレ荊」で， 千潮時の千Il~ と日光の不充分による生理失調

らしい。 ノ リ は1ÐItl!~大・撃の7;f土川氏 (1 932~3í) により ， 相;首強い 日光と 1

日平均 2~4 時1 :，rJ干潮時ーに水のJ~_ Vc:/:¥:1，るのが必要怒と とが知られている。 と

とろで潮汐は時j聞によって泣い，東京i母では秋の米から冬の始めに特に萱R，¥'J

の湖が引かたい。又網による袈殖では低くするとノリの成長が一時的に良く

主主るので下げすぎて生五D，失調を来たし易い。

今一つは「アカグサレ病」で寄生菌による停染病でるる。京京憾では初冬

に，伊勢湾では初春に多い。病菌の俳5t子がノリにつく と赤い斑:掲liが出来て

急:にひろがり，忠、部からは吏にi伴走子が作られて次kに体染してゆく 。Z伝;い

斑型J!が見え /:\-1. して 1~2 週間の'後には ， ほとんどすべてのノリ が侵されて流

失するととも稀でたい。との病気は東京湾では，小潮時Vc:7.k協が高く天候が

・悪いと急:にひどく君主り ，*~jでは低いもの松平くはげしく起る。との各に千葉

!際のノリ場で最盛期であるべき 12 月 ~1 月にほと んどノ リ がとれ友かった

原因はとの「アカグサレ病」でるった。

ノリの病気はとの他にもいろいろある。主るj引に穴が出来て之がひろがる

病気が各地にb り ， その原因が鑓形菌らしいと とが新III~汁~]士，著者によって

気付かれて来た。 H

タ切]れて流れ，~年|下1内は V段ま とんど牧挫がfた主いというひどい被客が起きたが， その

第2闘 アサクサノリの

寄生i'flIによる病害

A.アカグサレ病の初!tJj
B. ~堂、形閣による病警の初期

原因の少えにく も一つはとの病気であ

った。叉との冬，東京i笥各地で ノリ

が成長が悪く， くるくる巻いて遂に

は流れてしまった。との原悶は全く

不明で、dうるが， 症!U~ としてノリの休

の五る所で， -位十簡の*II])J包群が死ん

でゆくのが認められた。細菌による

病容はまだ:'Mi認されていない。

とうした病気を防ぐた吟に弐の棋

な方法が行われ，又は考えられてい

る。

a'D は漁場整:I'mで，現在ヒピや網
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が多すぎ， ノリが特杭になって病気にかかり易いと とは皆が認とめている。

ではどれだけ・減らしたら良いかという と貨は之がはっきりしてい泣い。

第 2は病気をi;'-自に見出して網を高くすると病害の進行を相首防げる。 4

1田登見には染者特にその研究合と研究機関と協力しているが，まだ組織的で

泣いので効果が充分でない。叉1.111と違って小潮で司天候が惑いと何日か見に行

かれ主主い。との1M]vとなにひろがる ととが多く ，又見出して網の操作が出来一夕、

に手選れにたり!捗ちである。叉困るのは網を高くするとノ リは丈夫になるが

成長が遅れて牧穫が減ると とである o 千葉J障の熱心主主業者は網を上下 2段に

張 り，寸てで成長させて収穫し J ::j¥くいで・上下を入れかえて上で‘丈夫にする方法

で病害を少友く する と共に牧量を上けているが，経験を裂し，又管迎ニ出来る

網数が限られる。逆に網を下げてクサレるのは覚悟で，その前に牧磁してし

まう という方法'5:::とっている所もあるが，その利害ははっきりしない巳少な

くもアカグサ レ病ではその停染を助長すると とに怠ろう。

薬剤撒布はまだ行われていない。アカグサ レ彩子菌の砕走子は硫酸銅の百J当

分のー溶液で死ねと とはわかっているが，網一枚分の所のi!v:7](は深さ 1mと
しても約 100トンで、硫酸銅 100grを要L，しかもとの海水がどんどん流れて

ゆく。子潮時に干上ったノ リに撒布して有効なものがるると良いわけで，著者

は宣言内質験では短時間の庇王!11で病菌を相賞弱める奨!日を二，三見出している

が，まだノリ場での寛施には進んでいない。

第 3は網のノリがもう望みがえ工く君主った時，替 りの議Zjrc丈夫友/J、さい;停を

育てて3ないて入れかえる方法でるる。緋i を f~j く張って成長を「抑制」して沿

けばよく ， 千葉， 東京土庁;の業者ーが;J雪え て貨行している。低くすれば半月 ~1

箇月で充分成長するが， 現7/J~では隣の病気の網からすぐ又感染して しまう場

合が多い。

クサレの問題の解決には，研究者によってノ リと病害の性質，環境及び養

地官条件と病害の闘係がまだまだ筑明されなければ君主ら主主いし，叉貨際のまt:t策
に首つてはjlJjの場合よりも-}音，一つのノ リ場全休として協同して行う犠に

なら主主ければいけ主主いと忠われる。
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